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I - ゴス!-■ス 


業務用大型石油ストーブ 

型式 ICF-IM95 

強制巧流強制通気お開放式石油ストーブ 


取扱説明書 

〈保証書付さ> 


このたびは本機をお買いホめいただきまして 
まことにありびとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」 
をよくお読みいただを、正しく使用して 
<ださい。 

この「取扱説明書」は、大切に保管しておいて 
<ださい。 

♦取扱説明書を紛失された場合はお買い巧め 
の販売店にご相談ください。 
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正を全のために必ずお守りください 

参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただ < ことを説明しています。 

参ここにおした表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


么危険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ危険、 
またはクタ泊)危険び崖し迫って生じることび頗定される内容を巧しています。 

么警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ 
可能性、または火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷害を負ラ可能性や 
物的損害の発生び想定される内容を示していまず。 


参お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


Qd )® ® ( S ) 

この絵表示は、 r 禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、 r ま意」していただく内容です。 

〇麼© 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


参説明文中の「お願い」事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


人筒埃 ( DANGER ) 

★ガソリン使用禁止 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量のミ居入でち、火災の原因になります。 



么警告 ( WARNING ) 


★スプレー左厳禁 

スプレー宙やカセットこんろ用ボンベなどを、温風のあたる酬こ放置しなし、で 
<ださい。 

熱でちの圧力び上び D 、 爆発し、を険です。 



★換気必要 

•換気せずに使用しつづけなし巧ください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 

また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

•使用中は必ず1時間に1〜2回 （ 1〜2分)換気して、新辭な空気を補給して < ださい。 

•換気する場合は、換気扇を使用したり(換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開けなし化充分な換気びできない場合び 
あります。 ）2 力所し:の(風の出入りのある)開□部を設けると効率よく換気できます。 

窓び凍結していたり、地下室など換気び充分におこなえない場所では、使用しないで < ださい。 



★力ーテン、寝具など可燃物近接厳禁 


•力ーテン、巧乱毛巧などや燃えやすい 
ちののそばでは、使用しないで 
<ださい。乂巧の原因になります。 
ストーブの前に可燃物を置かないで 
<ださい。 

ストーブの熱気で着火して、火災の 
おそれびあ0ます。 

•可燃物との離隔距離については、_ 

4ぺージ L ★可燃物(木壁、合板、ふずま 

など)との距離を離ず 1 の記載内容を 

参照して<ださい。 


0 


禁止 



★巧類の乾燥厳禁 


巧類などの乾燥には使用 
しないでください。 

ホ類が带燥すると、ストーフ 
の熱気でゆれて落下して 
火びつを、火災の原因に 
なります。 



禁止 



















































































么警告 ( WARNING ) 


★温風吹出□をふさびない 


巧類、紙などで温風吹出□や空気 
取入□をふさびないでください。 
巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼 
や火巧の原因にな D ます。 



0 

禁止 


★可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、 
可燃性力’で]'究生するもの(ガソリン、 
ベンジン、シンナー）、 スプレーを 
使用しないでください。 

火災や故障の原因になります。 



★寝るとさ消火 

寝るときや外出するときは、必ず火び消えてしぶことを確認してください。 
また、人目の届かなし)ところでは、使用しなし、でください。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 



A 注意 ( CAUTION ) 


★給油時消火 


給ミ由は、必ず消火していることを 
聴忍して' ス h - ブ驅麻分下わらて 
から、他に火の気のない巧で 
おこなってください。 

火災のおそれびあ0ます。 


〇 



消义 




★ほこりの除去 

給気フィルターは、週1回し:^上おず掃除して 
ください。 _ 

ごみ、ほこりなどで給気フイルターびつまると、 指 W 

異常燃焼のおそれびあります。 




女異常•故障時使用禁止 

油漏れやにおい、すすの発生、炎の状態など異常や故障と 
思われるときは使用しなし巧ください。事故の原因になります。 
運転スイッチを押して r 切」にしてください。 

異常燃焼のおそれびあります。 



♦点火不良で、何回も点火操作をした後に点火すると、ノ くーナー 
内にたまった巧ミ由び燃焼して炎び大を<な D 、 すすび出て 
異常燃焼します。 

このようなときは、あわてずに、運転スイッチを押して「切」 
にし、たまった好ミ由び燃えつさるまで待ってください。電源 

プラグをコンセントか5巧かないでください。 

•万ース I -ーブから火び出たり、床などに火びついたとさは、 
あわてずに消火器で消火して < ださい。 


★不良灯油使用禁止 

変質なミ由、不純なミ由けで由し U 外のミか水•ごみび混入 
した灯油など）などの不良灯油を使用しないで 
ください。 禁止 

異常燃焼や故障の原因になります。 



★空気取入□をふさがない 

巧類、紙などで空気取入□をふさびなし巧ください。 
空気取入□をふさぐと、異常燃焼や火災の原因に 
なります。 


0 

禁止 

















































































五安全のために必ずお守りください 


A ま意 ( CAUTION ) 


★温風に直接あた5ない 


温風に直接長時間あたらないでください。低温 
やけどや脱水症状になるおそれびあります。 

温風を直接吸い込まないで 
ください。気分わ强くなることが 
あります。 

ん 


0 



禁止 


★分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。ストーフ 
は絶対に改造して使用しないで < ださい。不完全な 
修理や改造はを険です。 


分解禁止 


★高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、 
温風吹出 □ 、天板やガードなどに 
手などふれないでください。やけど 
のおそれびあ0ます。 



★電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、傷付けたり束ね 
たり、物をのせた D 加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、電源コードを持って 
引を抜かないでください。 

電源コードび破損し、火災や感電の原因となります。 


(S) 

接軸禁止 


0 

禁止 


★指や異物を入れない 

燃焼室組立やガードの中に、指や異物を入れないで 
ください。 

火災や異常燃焼、故障の原因になります。 


0 

禁止 


★イ呆管時にしていただ < こと 

長期間使用しないとを、またはな管するとをは、 

必ず灯油を抜き電源プラグをコンセントから抜いて4 . 
ください。 f 日て、 

傾けたり、横倒しの状態ではイ呆曽しなし巧ください。 
抜き取れなかったな油び漏れたり、火災のおそれびあります。 



★腰をかけたり物をのせない 


0 


ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないで 
ください。ストーブの刷*や、やけどのおそ拙'あります。 
ストーブの上になびんや、水を入れたちのなどを 
置かないでください。水びかかると漏電や故障のおそれび 
あります。 


★廃棄するとさ 

ストーブを廃棄処分するとをは、必ず油タンク内の 
巧ミ由を巧を取ってください。 

巧ミ由がつたまま廃棄すると U サイクルの際思わめ 
事故び発生するおそれびあ D ます。 


〇 

指示 


★電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んで 
ください。 _ 

(また、 傷んだ電源プラグやゆるんだコンセントは^ て、 

U ま用しないでください。 J 

火災の原因にな0ます。 

濡れた手での抜さ差しはしないでください。感電の原因に 
なります。 



★長期間使用しないとをは電源プラグを巧く 

長期間使用しないとをは電源プラグをコンセント 
から抜いてください。 

火災や予想しない事故の原因となります。 


電源乃グ細く 


★電源プラグのお手入れをする 

とをどをは電源プラグを抜を、ほこり（及び金属物） 

を除去してください。 _ 

(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良に few 
なり）火巧の原因にな D ます。 



★お子様やお年害りのご使用にを意 

お子様やお年寄り、体のご不自由な方びお使いに 
なる場创ま、やけどや、部屋の換気などについて、 
周囲の人び充分に注意して < ださい。 


〇 

指示 


★次の場所では使用しない 

火災や予想でをない事故や故障の原因になります。 

r 水平でない場所、不ま定な場所 j 

•傾斜した場所や振動の激しし顾では、使用しなし巧ください。 

巧震自動消火装置び誤作動することびあります。 
♦しっかりしたじよラぶな床面で使用してください。 

•不ま定な台上で使用しないで < ださい。転落するおそれび 
ありを険です。 


f 暖がなどストープび囲われる場所) 

•暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いちをしない 
で < ださい。 

火災の原因になります。 


0 

C ミ届室、飼育室など人のいない場所 ) 使用禁止 

•予測でをない事故び発生するおそれびあります。 

C 風のあたる場所、部屋の出入口 ( i が)0 

•風のあたる所では使用しないでください。 

炎び出てを険です。掃除機の排気にち 
ま意して < ださい。 

♦部屋の出入□など人の通る所、人び 
ぶつかったりつまず < 場所で使用すると' 

転倒して事故や火災び起さるおそれび 
あります。 












































































A ま意 (CAUTION) 

★次の場所では使用しない 

火災や予想でをない事故や故障の原因になります。 

( ほこりや湿気のをい場所) 

•空気を取り入れる給気フィルターび目づまり状態になり、 

異常過熱や異常燃焼を起こし、事故になるを険性びあります 

C 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場所) r 直射日光のあたる場所、ミ届度の高い場所つ 

参爆発や火災の原因になります。 •異常燃焼を起こすおそれびあります。 

〇里’美容院、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使う場所^ 

参理 • 美容院、メッキ、塗装工場、電子部品組立工場、繊維関係工場などでは使用しないで < ださい。 

器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属•鏡•ガラスなどを傷める原因となります。 

•石ミ由ストーブで暖房する部屋ではシ U コーンを配合した枝毛用コート液やヘアー H 」ー トメント(枝毛用)は点火ミスや、途中消火 
など故障の原因にな D ますので使用しないで < ださい。 

C 高地。300 nU ソ上の場所り 

•酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

•800〜1 300 m では調整び必要ですので販売店までお問い合わせ < ださい。 

C せまい部屋では使わなぃ〇 

•暖房出力に見合った部屋で使用してください。 

せまい部屋で使用すると、室温び上びりすざた0、酸素不足により異常燃焼のおそれびあります。 


0 

〔不を定な物をのせた棚などの下）使用禁止 

参落下物により火災び起さるおそれびあります。 


★可燃物(木壁、合板、ふすまなど)との距離を離す 

•ストーフから可燃物との距離は、ち図の指定し:!上の距離を保つよラにして < ださい。 
•ストーブ上ちの棚などとの距離は必ず 1.5 m し U 上離して < ださい。 

•上ちの棚などからの落下物びなしなうにしてください。 

参樹こ、力ーテンなどびストーブにふれなしなうにしてください。 

•家具等からは充分な距離を離してください。 

(熱で変あや変色、自然発火することびあります） 



〇 

距離 


お願い (NCmCE) 


★シリコーン配合製品を使用しない 

•本機の故障の原因になることびま意表示されているヘアケア商品等は、シ U コーンび配合されています。本機と同時に使用 
しないでください。 

•上記のま意表示びな < てちシ1」コーンび配合されている商品（化粧品類、巧類等の防水剤•柔軟剤等、家具等のつや出し剤- 
保護剤等)ち同時使用は控えて < ださい。 

•やむなくご使用になる斷ま、本機の運転を一時的に停止し、使用後は換気を充分におこなってシ U コーン等の成分を屋外に 
排出してから運転を再開してください。 


★口油の廃棄 I 

•灯油の廃棄処分は、な油をお買いホめになった販売店にご相談 < ださい。 


国使用ずる場所 


★効果的に使用するために 


★煙突の取付け 


•なるべく部屋の中央に置しでいただきますと、対流効果によって •せまい部屋、換気の悪い部屋では、煙まを取付けて使用し 
お部屋の温度のムラびすくなくなり、効果的な暖房びできます。 排ガスを屋外へ排出してください。煙まの取付けは、当社指定の 

「煙突取付けセット」（別売品を使用してください。 




























































3 各部のなまス 

外観図 


天板 


ガード 


フレーム□ツド 


電装 カバー 


操作部•表示部 



給気フィルター 
(燃焼用空気取入口） 


電源コード 


電源プラグ 


、 


ノ 

/ 

デジタル表示部 

\ 


■室内温度表を 

ぴ C 〜 arc まで表示します。 
(自動ランプ点打時） 


■入タイマー設定時間(残時間）■自動的に消乂したとをの表示 


自動 
K 室温) 


0 


/〇で拟下の場合は「0」を、31の\ 
\場合は「31」を表示します。 / 


表示 

□.已時間〜24時間まで表示 
します。 

>入タイマー運転終了時に !卜!を 
表术しすす。 


自己診断機能により、異常時に 

!二!二! ！二 ，'ぶ•こ'〜 f 弓ぶみ f し'を 

表术します。 


E 


■設定温度表示 

6む〜28むまで設定温度を 
選択でさまず。 

(自動ランプ点灯時） 


E1- 


入タイマー 


■設定火力を表示 

W , •，こ'弓 〜 P • L 〇 まで 

火力を選択でさまず。 

(手動ランプ点灯時） 


自動 
K 室温) 


>手動 
(义力） 




































































































































操作部•表示部のなまえと使いかた 


切替ボタン 

自動運転と手動運転を 
切誓えまず。 


「1引使いかた」の陸温の 


調節•火力調節 I 参照 


自動皆温)ランプ 

自動運転のとさ点灯します。 
自動運転のとさ A 夕の 
ボタンを押すと]□砂間点滅して 
デジタル表示部は設定温度を 
表术します。 


人タイゾ~71、タン 

入タイマー運転を開始しまず。 


已使いかた」の民タィマー 


運転のしかた参照 


運転ランプ 




勾 

巧 

室温•火力調節 

タイマー合： D せ 



入タイマー 


手動(乂力)ランプ 

手動運転のとさ点打します。 
手動運転のとさ A ろ^の 
ボタン対甲すと10秒間点滅して 
デジタル表示部は設定火力を 
表术します。 



/ 


運転開始から送風機の回転び 
終了するまで点灯しまず。 




r 給油ランプ ] 


一 

油タンクに油びな<なった 

ハ 

、 

とさに点打しまず。 


* 給油 


- ) 

r 運転スイッチ ] 

参一度押すと運転開始 
参をラー度巧すと運転終了に 
なります。 


「固 使いかた」の原烟、口万 

イマー運睹のしかたし1消义 

のしかた参照 


[ 入タイマーランプ1 


入タイマー運転中に点好し、 
デジタ j 馈/韦部には、点火までの 

残り時間（時間)を表おします。 

V J 



[ 時間延長ボタン 1 


タイマー燃焼 （1 時間)を延長し 
通常の連続燃焼に切替えます。 


1已使い かた」の1入タイマー 

運転のしかた参照 

V J 


{ 室温•乂力調節/タイマー合わせボタン 1 


室温•火力調節 

タイマー合わせ 

ボタン 

設定温度を上げる 

設定時間を長<する 

火力を大さ<ずる 

ボタン 

設定温度を下げる 

設定時間を短< する 

火力をルさ<する 

「已使いかた」 の室温の調節•义力調節、入タイマー 

運転のしかた参照 

V J 




































































































































4 使用前の準備 


r ス I ブを取り出ず1 

♦包装箱からずべての包装巧を取り除さ、製品に傷をつけないように取り出してください。 

同時に取扱説明書、附属品の置台ち取0出して < ださい。 

♦詳しくは、包装箱上面に表示してある「包装の内容」を参照してください。 

♦包装箱や包装巧は保管ずるとさにご利用ください。 


燃料 



@燃料は口油 ( J 旧1号口油)を必ず使用してください。 

® 不良な油(変質な油、不純な油）は絶対に使用しないでください。 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで 
ください。少量の混入でも、义災の原因になります。 



喔) 

ガソリン禁止 


♦変質な油、不純な油(巧油 LU 外の油•水•ごみびお入した好油 
など)などの不良灯油は、絶対に使巧しなしでください。 
異常燃焼や故障の原因にな0まず。 

♦市販されている助燃剤(添加物)は使用しないでください。 
異常燃焼を起こずおそれびありまず。 

@な油の保管のしかた 

♦灯油は必ず火気、雨水、ごみ、 

高温および直射曰光を避けた 
場所に保管してください。 

♦な油容器内の灯油びかないと 
温度変化により結露して水び 
たまることびありまず。 

♦灯油の容器は専巧のされいな 


广 灯油とガソリンの見分けかたのポイント ' 


ホご 

>11 * 





夕 ^ こコ Ida 


指先に使用燃料をつけて息を吹さかけまず 
(火の気のない所でおこなってください） 


〇な油 



濡れたままでず。 


X ガソリン 



ずぐ乾いてしまいまず。 


容器を使用して < ださい。また好油容器は必ず色付さの 
灯油専巧容器を使巧してください。 

参ドラム宙などで、長期間大量に保管しないでください。 
♦おモ様の手のとどかない所に保管してください。 


( 変質灯油とは） 

♦ちいな油。 （2 年 LU 上持ち越した灯油) 
♦曰光の当たる場所や温度の 
高い場所に保管した灯油。 

♦容器のふたび開けてあった0、 
乳白色の容器で保管した灯油 
は変質しやずい。 

♦変質のひどいをのは黄色味を 
おびたり、すづゴいにおしがしな。 


良い保管 


直射日光、雨水び当たらず、 
:のない冷暗所へ保管 



悪い保管 


Sf 雜麗媳籍 



ご 


0 


禁止 


ねないそソ I 


使用禁止 


不純灯油とは） 

け了油政外の油（ガソ U ン、 
シンナー、天ぷら油、機械油、 
重油など）びほんの 
少、しでもミ畳入した口油， 

>水やごみびミ屋入した 
好油。 



不就了油(変質ホ了油•不純 I 打油)の見分すかた (2 つのコップ細意して、片方口ま水を、をう片方に腑蛇入れて背後に白い紙をあてまず。） 


水と同じ無色透明なら正常。 


少しでち色びついていたら使用しない。 



白い紙水 



白い紙水 


0 

使用禁止 


不良な油の見分けかたはたいへん 
難しいので、メーカーのはつを0しない 
巧ミ由は使用しないでください。 


® 変質な油や不純な油などの不良な油を使用 
すると 


® 万一変質な油や不純な油などの不良な油 
を使ったときの処置のしかた 



お願い 


変質灯油や不純な油などの不良灯油び原因でアフターサービスを依頼されたときは、保証期間中でもち料修理となります。 




























































































給油のしかた 


A ま意 


給油は、必ず消火していることを確認して、本体温度び充分下びってか5、 
他に义の気のない所でおこなってください。义災①おそれがあります。 


〇 

消义 


1給油□ふたを開ける。 

油タンクの給油口ふたを左 「こつ」 に回して取りはずしてください。 


P 油量計を見なび5給油ずる。 

♦市販の給油ポンプの先端を止まるまで軽 < 差し込んで、油量計を見なびら 
給油して < ださい。 

(ホースび抜けないよラにを意しなびら給油して < ださい。） 

♦給油の際は、給油□フィルターを取り去らないでください。 

♦給油の際に、水•ごみなどを入れないように特にを意してください。水•ごみ 
などは燃焼不良や、ノズルのごみづまりや電磁ポンプの寿命低下などの 
原因になりまず。 

♦灯油は、油量計の r 満 J の位置まで給油してください。 

「満」(上は、灯油びあふれ出ることびありを険でずから絶対に入れない 
で < ださい。 

〇給油□ふたをしっかりしめる。 

W 給油口ふたをも「〇」に回して、しっかりしめてください。 

4こぼれたな油はよくふを取る。 

f こぼれた好油は、必ずされいにふき取ってください。 

危:険ですし、燃焼中に臭気を発生ずる原因にをなりまず。 



♦打油の補給は、油量計び 「0」 をおず前に、給油して < ださい。 

♦本機には、油タンク内の灯油の残りびかなくなると、運転できなくなる油切れ 
用フ□ートスイッチび設けられておりまず。 

1油タンク内の灯油びなくなると、 r 給油ランプ」 び点打し、ブヴー音び鳴りまず。 
I デジタル表示部に残り燃焼時間(分）「 に!」 を表おしまず。 

• r 運おスイッチ」 を押して消火してから、給油してください。 

♦給油しませんと、2分ごとにブヴー音び鳴りまず。約] 0分後に r 給油ランプ J 
び点灯し、デジタル表示部の残り燃焼時間表おび「 - -」表おとなり、 
自動消火しまず。 




水検知器の表示 


♦水の混入したな油に注意してください。 

♦水のミ昆じっている打油を使用ずると、油タンク内底部に水びたまり、油タンクび 
鐘びた0、電磁ポンプび水を吸い込むと異常燃焼や電磁ポンプの寿命な下の 
原因になりまず。 

♦油タンク内へ水びミ畳入した場合は、水検知器び作動し、 「運転ランプ」 び 
「点滅 J をしまず。 

すみやかに油タンク底の水を、市販の給油ポンプで完全に抜き取ってください。 

( r 团 点検•手入れ」 の 曲タンク内の水巧き I 参照） 


















































































g 使用前の準備 


点乂前の準備と確認 


1 水平の確認をする。 

I 参ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ス I ブび、傾いていないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

♦ス I -ーブを傾いた状態で使巧しますと、対震自動消火装置び誤作動ずることびありまず。また、転倒しやずく、 
異常燃焼の原因にな0まず。 


P 油漏れがないか確認ずる。 

^油タンクの油漏れはないか、置台に油だまりびないかを確認してください。 



〇電源プラグを電気のコンセント ( AC 100 V )に確実に差し込む。 

W ♦電源は必ず1 00 V 7 AJ ；<( 上の専用コンセントをお使いください。 

♦すべてのランプび点灯し、デジタル表示部に狂」び表おされた後、全消な 
します。 



/-お願い- 

•熱に弱しがュータンや床の上で長時間使用ずると、変色したり、そり返ることがありまずので、熱に強いマットなどを 
敷いて < ださい。 


V 


ノ 































司使いかた 


点义(通常運齡 


デジタ }レ表示部 運転ランフ 




r 運転スイッチ」を巧して「入」にずる。 


• r 運おランプ」 び r 点口」 をしまず。 

♦デジタル表示部は、現在の火力、またはき温を 
ふ术しぶ^ 〇 


@約10抄後に自動的に点义します。 


お願い 


♦巧めて運転ずるとさや、油タンクを空にし給油後初めて運転ずるとさは、送油経路内に空気び入って点乂でさない 
ことびありまず。この時、デジタル表示部に [ fPi を表おしまず。（運転開始約1分後） 

この場合は、 r 運転スイッチ J を 「切」 にし、をう一度、点火操作をしてください。 

通常1〜2回の点乂操作で送油経路内の空気び抜けて点乂しまず。 

♦点火後ずぐは口才一」とし)ラ音びずることびありまずび異常ではありません。 

しばら < ずると音びしな< な0まず。 

♦点火時にはかしにおいびありまず。 

♦点火してからしばらくの間(約已分間）は予備燃焼とな0まず。予備燃焼中は火力調節びでさません。 

♦予備燃焼中は炎び不安定になることびありまず。またバーナー底の温度びなし)ため油びたまり易くなりまず。 
そのとさ電源プラグを抜さまずと、ずずび出たり炎び立ち上びりまずので、予備燃焼中は絶対に電源プラグを 
コンセントから抜かないでください。 


A 注意 


点火不良で、何回ち点乂操作をした後に点火ずると、バーナー内にたまった灯油び 
燃焼して炎び大さ < なり、ずずび出て異常燃焼しまず。 

このようなときは、あわてずに、 「運転スイッチ」 を巧して 「切」 にし、たまった好油び 
燃えつさるまで待ってください。 

電源プラグをコンセントから巧かないでください。 


〇 

指示 


炎の状態にこに表示したが態は最大燃焼(ん ） のげ態でず) 


r 

炎 

の 

図 

正 常 

異 常 综 

臟う 




が 

態 

♦青炎筒びホ熱し J (ーナー内の炎は青炎燃焼で、 
ところどころに黄炎が畳じる状態。 

♦炎び高く伸び、炎全体び黄色で、ずずび出る。 

原 

因 


♦燃焼用空気不足。 

♦青炎筒の取0付け不良。 

♦電磁ポンプの圧力異常。 

処 

>置 


♦燃焼用送風機を掃除する。 

♦販売店にご相談 < ださい。 

■i 


♦予備燃焼終了後に、正常に燃焼しているかどラか、のぞさ窓から見て必ず確認してください。 















































司使いかた 


室温の調節•义力調飾運転中にしかできません） 

♦運転中に、 r 切替ボタン」を巧ずことによって、自動運転と手動運転を選択できまず。 


〔自動運転）■ご希望の室温を設定ずれ肤室温を設定温度にコント□-ルして自動運起しまず。 


自動ランプ デジタル表示部 



「切替ボタン」を巧して「自動ランプ」び 
W 点なしている状態にする。 

の惶温•义力調節ボタン」の么または巧 
^のいずれかを巧す。 

• r 自動ランプ J び r 点滅 J し、デジタル表示部に20 
(° c ) と表おしまず。 

一設定温度20。ご 
現在室温 icrc の場合 


をデジタル表示部を見なび5「室温•义力調節ボタン」の A または 
巧のいずれかを巧して、お好みの温度に設定する。 

♦設定び終わってから10秒後にデジタル表示部は現在の室温表示に変わり 
まず。 

♦設定されたき温にコント□ールずるために、自動的に「ん」〜じ〇」運転を 
< D 返します。 


自動 
参憧温) 


自動 
♦憧温) 



10砂を 

i n 
(u 


♦室温の設定は、運お中にしかでさません。 

♦運転中に設定温度を見たいときは、 r 室温•义力調節ボタン」 のみまたはろ^のいずれかを巧ずと、デジタル 
表术部 I し設定温度を'! 0秒間表术しまず。 

f A または^のボタンを巧してを、1回目はじ(前に設定した温度び表示されまず。'! 

12回目 L ソ後は変化しまず。 J 

♦温度設定しない場合や、停電や電源コードを抜いたりした場合は、2 □でび設定温度と 
なりまず。 

♦温度調節は、本体付近の温度を感知しておこないまずので、ストーブの位置や部屋の大ささなどにより、必ずしを、 
デジタル表示部の室内温度表示と、室温は一致しません。 


自動 

参憧溫 


ご， 


G 手動運転)■運転中に、お好みに応じて、手動で义力を11段階に切り替えて運転しまず。 
切曾ボタン デジタル表示部 



手動ランプ 室温-火力調節ボタン 


「切替ボタン」を巧して r 手動ランプ」び 
^点なしている状態にする。 

の惶温•义力調節ボタン」の么または巧 
^のいずれかを巧す。 

• r 手動ランプ」 び r 点滅ル、 デジタル表示部に現在 
の燃焼(乂力)状態を表おしまず。 


( f ) デジタル表示部を見なび5 r 室温•义力調節 
^ボタン」の么または巧のいずれかを巧して、 
お好みの燃焼（义力）状態に調節する。 

♦燃焼(乂力)状態を、お巧みに応じて 

Hi (強)、戸弓〜,こ '；、 L 〇 (弱） に切り替えて調節 
して < ださい。 

















































入タイマ—運車 5 のしかた (タイマ-を使用 L / C 暖房を始めたいとき) 


♦この入タイマーは、点义したい時刻と、タイマー点义操作をずるときの現在時刻との時間差をタイマーセット^ 
ずるをのでず。 

例えば、現在の時刻び午後]]時、タイマー点火したい時刻び翌日の午前6時であれば、時間差は7時間でずので、 
じなにセットしまず。 

♦このタイマーは30分きざみの時間セットでずび、10時間 LU 上は1時間きざみの時間セットになりまず。24時間 
まで設定び可能でず。 

♦30 分は區司と表おしまず。 

例えば、7時間3□分後のタイマー点火時間でしたら、巧豆と表おしまず。 


自動ランプ入タイマーボタン 運転ランプ 



設定のしかた 


了） r 入タイマーボタン」を巧す。 

♦「入タイマーランプ」 び r 点滅」 し、 

デジタル表示部にタイマー設定 
時間8.0(時間後)び表示されまず。 ♦ 

乂タイマー 


〇 n 

U.U 

V ノ 


タイマー点火時間をセットしない場合は、常に 
直国び表示され、直国時間後のタイマー点火 
時間になりまず。 

V_ y 


を） r タイマー合わせボタン」を巧して希望の時間を合わせる。 

€!> 9時間30分後に点义したいとき 

A ボタンを3回巧しまず。 （1 回巧ずごとに約30分ずつ進み、1時間30分後にセット 
します。） 

デジタル表示部び直司を表おしまず。 

日時間3□分後に点火しまず。 


入タイマ— 


/-お願い- N 

♦入タイマー点火時間のセットは、「入タイマーボタン」を巧してから約10秒の間に、 A または\7^のボタンを 
巧してセットして < ださい。 

♦入タイマー点乂時間の変更や、セットでさなかった場合は、ちラー度「入タイマーボタン」を巧し直してセット 
し直してください。 



r 運乾スイッチ」を巧して「入」にする。 

• r 入タイマーランプ」 び r 点打 J し、タイマー待機状態になりまず。 



設定時間が経過ずると、自動的に点义しまず。 

経過時間は、30分しご/言）ごとにデジタル表示部に表おしまず。 


解除のしかた 

入タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に入タイマー運転の解除あるいは通常運転をおこないたい場合。 


A r 運転スイッチ」を巧して r 切」にする。 [入タイマー運転の解除] 
e r 運転スイッチ」を再度押して「入」にずる。 [通常運転開始] 


タイマー運転のを意事項 



にれは、閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼ずると空気不足でを険となるためで、手をふれない場合は 
自動的に消乂しまず。） 

連続使用ずるときは、1時間む内に r 時間延長ボタン J を押してください。 

♦入タイマー運転のセット後に停電びあったとさや、巧震自動消乂装置び作動したとさは点乂しません。 

♦入タイマー点义時刻が狂ったりずる場合は、電源プラグをコンセントか5—度巧いて、もう一度差し込み直して 
<JC^o 
































司使いかた 
消乂のしかた 



運転ランプ 




r 運転スイッチ」を巧して「切」にする。 

♦消乂操作をずると、デジタル表示部の r 室温表示」 
や 「义力表お」 び消え、約4分3 0秒後に 
燃焼用送風機び停止してから r 運転ランプ」 び 
r 消'打」 しまず。 


/-お願い- S 

♦消火操作をしたとさは、 r 運転ランプ」 の r 消好」 とノ（ーナー内の火び消えることを確認してください。 

♦緊急の時！;1外は、消火は必ず r 運おスイッチ」 を使用してください。 

ブラグを〕ンセンけ、ら弦宝取9て逍么することは、耀巧にやめてください。 

(機器び過熱ずる原因になりまず。） 

♦緊急の時じ(外は、点火した後ずぐ消火ずることはやめてください。煙びでることびありまず。10分間位は燃焼して 
から消火してください。 

♦長期間留守にずるとさは、必ず電源プラグをコンセントから抜いておいてください。 

_ 


消乂後再点义ずるときのミ主意 


• r 運転スイッチ」 を巧して 「切」 にした後、約4分30秒間、 r 運転ランプ」 び 「点り」 していまず。この間に r 運転スイッチ」 
を巧ずと再点火ずることびでさまず。ただし、バーナー内に炎び残っている間は、ずぐに点火しません。バーナー内の 
炎び消えてから、自動的に再点火しまず。 





















画を全装置 

♦安全装置が作動ずるのは何5かの異常びあるときでずか5、下記の処置を 
しても正常にならないときは、お買い求めの販売店にご柏談ください。 

参再点火操作とは、一度 r 運転スイッチ J を巧し直して 「切」 にしてから、再び 
巧して 「入」 にずることをいいまず。 



安全装置名 

はた5さ 

処 置 1 

対震自動 
消义装置 

♦運転中にス1-ーブ本体び地震（震度約已上）や 
強い振動や衝撃を受けたとさ、火災などの危険を 
防ぐために自動的に運転を停止しまず。 

♦地震によって作動した場合、周囲の 
可燃物、機器の損傷、油漏れなど 
異常びないことを確認してから、 

再点火してください。 

不完全燃焼 
防止装置 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異常により 
ノ（ーナ ー g に^^® f 其を合丈)す足したとさか:):をに 
よるを険を防止するをのであり、自動的に燃焼を 
停止しまず。 

♦作動した場合は、給気フィルターの 
掃除をし、部屋の換気をしてから 
再点火して < ださい。 

(r 回 点検•手入れ J の 給気フィル 





々一の 掃除 发昭） 


この装置は、あくまでも不完全燃焼によるを険を防止 
ずるためのちのでず。 

使用中は必ず 1 時間に 1 〜 2 回換気して、新鮮な空気 
を補給して < ださい。 







点义安全 
装 置 

♦ノ（ーナーサー S スタの不良による点火不良。 

♦点火変圧器 • 電磁ポンプ • 燃焼用送風機などの故障 
により点火しなし化きに、運転を停止しまず。 

♦何回ち再点乂操作をしたとさは、 

ノ（ーナー底に好油びたまってしほず。 
たまった灯油をふさ取ってから 
ご使用ください。 

(販売店にご相談 < ださい） 

停電安を 
装 置 

♦運転中に停電や電源プラグを抜 < などして電源び 
切れたとさは、自動的に運転を停止しまず。 

再び通電されてち運転しません。 

♦再点火操作をして < ださい。 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停止 
します。 

♦再点火操作をして < ださい。 

過熱防止 
装 置 

♦対流用送風機モーターの故障や異常燃焼などの 
原因でストーブび異常過熱したとさ、火災などの 
を険を防ぐために燃焼を停止しまず。 

♦ストーブの周囲を].已 m 政上離して 
<ださい。 

























給気 フイ ルタ ー 





1箇月に1回上 


給油ロフィルターの掃除 


け合油□フィルターを給油口から取り出し、付着したごみやほこりを取り除いてください。 
>給油ロフィルターびごみやほこりで目づまりしまずと、給油時に、給油口よりな油び 
あふれ出たりしまず。 

-お願い- 


撤由□フィルターは、水で洗わないでくださし、。 
必ず'打油で洗ってください。 


7点検•手入れ 


日常の点検•手入れ 


点検-手入れをおこなうときは 


参点検•手入れをずるときは、必ずス I -ーブを消义し、電源プラグをコンセントか5巧いて、本体温度び充分下びって 
か5おこなってください。やけどや感電をずるおそれびありまず。 

♦部品に触るときや、内部を掃除ずるときは、手をけびしないように、手袋をはめておこなってください。 

♦本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色しまず。 

♦電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


[ 使用のたびに ] 

1 

1 


周囲の可燃物 



油漏れ、油のたまり、油のにじみ 


>ス1-ーブの周囲は、常に整理、 
清掃し、燃えやずいちのを 
置かないよラにしてください。 


ほこ0 


♦日常、油漏れや油のたまり、油にじみびあるかどうかを、 
調べるよラ習慣づけてください。 

万一油漏れによって、油のたまり、油にじみび生じている 
とさは、消火操作をし、原因を確かめ防漏処置をし、 
油漏れびな < なったことを確認してから点火操作を 
して < ださい。 


>ストーブに付いたほこりや巧れは、掃除機で吸い取ったり 
固くしぼった濡れ雑巾などでふさ取ってください。 
ちれたままのご使用は危険のをとでずし、ス I -ーブの 
傷みを早めまず。 


1週間に1回!^ソ上 


給気フィルターの掃除 



♦本体の側面にある給気フィルターに、ごみやほこりび目づまりしまずと、燃焼用の空気量び減って不完全燃焼の 
原因になりまず。 

給気フィルターに付いているほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 

♦給気フィルターの巧れびひどい場合は、給気フィルターの止めねじ （1 本)をはずし、給気フィルターをはずして掃除を 
してください。 

-お願い- 


参巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

巧れび取れなし化きは、中性洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 
♦取りはずしたとさは、必ず元通りに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されまずと、異常燃焼の原因になりまず。） 





































































































対震自動消乂装置 I 

♦燃焼中にストーブをゆずって、自動的に消火ずるかを点検してください。 


油タンク内の水巧さ 

♦油タンクの中に水やごみびたまった場合は、給油□のふたをはずして給油□フィルターを 
取り出し、市販の給油ポンプを差し込んで、油タンク底の水抜きをしまず。またごみびたまった 
場合にち同様の処置をしてください。 

参油タンクの中に水びたまったときは、 「運転ランプ J び 「点滅 J をしまず。 

ずみやかに水抜さをしてください。 


ガードの掃除 



♦ガードび白くちれてさた場合は、固めにしぼった濡れ雑巾でふさ取ってください。 


1シーズ:/に1〜2回^ソ上 


ストレーナ… • ••(販売店にご相談ください) 



本体前面の電装カノ（一を、2本のねじをはずして、取りはずしまず。 

電磁ポンプの油吸込部のフレアナットを、スパナ(呼び 12 mm ) でゆるめてはずしまず。 
ストレーナのふたを左へ(約日ぴ)回ずと、ストレーナび取り出せまず。 


ストレーナは、2重構造(外側に水用ストレーガになっていまず。 



♦ストレーナを点検し、ごみなどびつまって 
いれば取0除いて掃除して<ださい。 
ごみのつまりびひどいとさは、新しい 
ストレーナと交換してください。 





バー ナ —①怖陈 

♦販売店にごホ目談< ださい。 
(1 シーズンに]〜2回） 


国定期点検 


電源プラグ、コンセント 

♦電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると火災の原因になること 
びあ0まず。電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこ0や巧れ 
を取0除いて < ださい。 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検び必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適にきをにお使い 
いただくために、吕年に1回程度、シーズン終了後などに、お買い求め店、または修理資格ち[(財）日本石油燃焼 
機器保守協会 (03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了ち(石油機器技術管理±)など〕のいる店、当社 
^などに点検依頼されることをおずずめしまず。（有料） _ 


1愛情点検1 

♦長年ご使用の5油スト-ブの点検を！ 

製造巧切り後已年でず。 

の 

ご使用の際 

このよラなことは 

ありませんか 

♦油をれずる。 

♦点义時に白煙び出る。 
♦強いにおいびずる。 

♦炎び異常に黄色い。 

♦予熱時間が異常に長い。 
♦運転中異常な音びずる。 
♦その他の異常-故障がある。 

► 

ご使用 

中止 

故障や事故防止の 
ため、コンセント 
か5電源プラグを 
巧いて、必ず販売 
店に点検-修理を 
ご依頼ください。 












































































哥故障•異常の見分けかたと処置方法 

異常のお知 S せ(デジタル表示の見かた） 


安全装置び作動ずると、 デジタル表示部に 故障 • 異常の原因び表示「エラー表示」されまず。繰り返し表示ずるときや 
運転しないときは、お買い巧めの販売店へご連絡ください。 


f デジタル 
表示 

点な（点滅） の 意味 


f > 

処置方法 

C 口 
しい 

♦過熱防止装置が作動しました。 

ク 

♦しば 5< 待ってから再点义操作をしてください。 
参ス 1 -ーブの周囲を 1 .已 m じ Lb あけて < ださい。 
♦電気系統の故障でず。お買い求めの販売店 
まで「デジタル表お」などをご連絡ください。 

C ni 

1 U 

♦停電後電源が入りました。 

ク 

•運區スイッチを一度「切」にしてから再点义操作 
をして < ださい。 

E 1 

♦ルームヴーミスタび断線しました。 

ク 

♦修理び必要でず。お買い求めの販売店まで 
「デジタル表示 J などをご連絡 < ださい。 

f f 

♦パーナーが予熱不足でず。 

•! (―ナーヴーミスタび短絡していまず。 
•! (―ナーヴー=スタび断線していまず。 

ク 

♦修理び必要でず。お買い求めの販売店まで 
「デジタル表示」などをご連結 <ださい。 

c c 

♦点义をを装置が作動しました。 

(燃焼部にシリコーン酸化物び付着 
しました。） 

ク 

♦しば 5< 待ってか 5 再点义操作をしてください。 

参お買い求めの販売店まで、「デジタル表お J 
などをご連絡ください。 




♦給気フィルターの掃除をしてください。 


♦燃焼中に消义しました。 

ク 

( r 巧1点検•手入れ」の階気フィルターの掃除 

C D 

(燃焼部にシリコーン酸化物び付着 
しました。） 

参照） 

♦お買い求めの販売店まで、「デジタル表お」 
などをご連結ください。 

け 

♦点义ミスを 3 回しました。 

(その後運おスイッチを押しても作動 
しません。） 

シ 

♦お買い求めの販売店まで、「デジタル表お J 
などをご連絡ください。 

f 

♦地震により消义しました。 

本体を傾けたり強い振動、衝撃び 
与え 5 れ消义しました。 

ク 

♦ス 1 - ー ブび傾いていないか確話してから、 
再点义操作をしてください。 




♦給気フィルターの掃除をしてください。 

广广 


シ 

( r 口1点検•手入れ」の階気フィルターの掃除 

c o 

♦ 〇2センサーが作動しました。 

参照） 

参お買い求めの販売店まで、「デジタル表示 J 
などをご連絡ください。 

c 口 
し 1 

♦ 〇2センサーが断線していまず。 

ク 

♦お買い求めの販売店まで「デジタル表示 J 
などをご連絡ください。 

EEI 

参室温①検知部が己 0°C む上になりました。 

ク 

♦ストーブ周辺の障害物を取り除いてください。 

f Cf 

♦燃焼用送風機が回おしていません。 

ク 

参お買い求めの販売店まで、「デジタル表お J 
などをご連絡ください。 

E III ： IJ 

♦電気系統の故障でず。 

ク 

♦お買い求めの販売店まで、「デジタル表お J 
などをご連結ください。 

運おランプび 

♦油タンクに水び混入しました。 

ク 

♦油タンク内の水を巧き取って、再点义操作を 
して < ださい。 

点滅をずる 

(「巧点検•手入れ」の油タンク内の水巧き 

L 



参照） 






















































故障かなと思ったときに 


\ 現象 

原 S 
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お 

ン 

プ 
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点 
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■It 
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且0 

び 

で 

さ 

な 

い 

> 

処置方法 

電源プラグをコンセントに 
差し&んでない 

〇 









電源プラグをコンセントに 
差し込む 

停電した 

〇 






〇 

；-0 



停電復帰後再点义操作をずる 

巧震自動消义装置が作動した 







〇 

E 5 



再点义操作をずる 

油タンクに水び入った 
(水検知器び作動） 


〇 

卖転プ 

点滅 





〇 

熟 

点滅 



油タンクの給油□か 5 市販の 
給油ポンプを差し込んで、 
油タンク内の水を巧き取る 

油タンクに归油がない 


〇 

娶由プ 

点打 





〇 

輿由プ 

点な 



'打油を入れる 

電磁ポンプのスト レーナに 
ごみびたまっている 









〇 

P ぶ売店にご相談ください 

天板の温度び高い 







〇 

EG 



ス 1 ブの周囲を 1 .已 m じ Lb 
離して<ださい 

燃焼用送風機のほこりづまり 



〇 


〇 

〇 

〇 
E 巨 

〇 


掃除をずる 

換気不良 







〇 

1 



換気を巧分おこなラ 

変質归油ゃ不純'打油などの 
不良归油を使った 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




変質归油や不純归油などの 
不良'打油を良質の'打油に 
入れかえる 

販売店にご相談ください 


♦表中の数字は、 r デジタル表示」（エラー表お)をおしまず。 

























团部品交換のしかた 

部品交換のときのを意 


♦部品交換や修理をお受けになる場合は、お買いホめの販売店か、（財）曰本石油燃焼機器保守協会でおこなラ 
技術管理講習会修了ち(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることをおずずめしまず。 
♦不完全な修理はを険でず。 

参故障したをのは使わないでください。 


♦短時間に消耗ずる部品は特にありませんび、交換部品び必要な場合は、お買い巧めになった販売店にご相談 
ください。（「回 アフターサービス J の I 補修用性能部品について I を参照） 

♦部品は必ずトヨトミ純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

♦部品を交換ずるときは、ストーブを消火し、本体び充分冷えてから、電源プラグをコンセントから抜いておこなって 
<ださい。 


111保管(長期間使用しない場合) 


♦ストーブを保管ずる場合は、 r 巨] 点検•手入れ」 の項を参照して、ストーブの手入れをしてから保管してください。 

♦傷んでしぶ箇刷ん必ず修理をしてから保管してください。 

V_ J 

] ストーブを消义し、ストーブび充分;ちえてから、電源プラグをコンセントから巧く。 

P 給気フィルター、電源プラグに付着したほこりやミちれを電気掃除機や固くしぼった濡れ雑巾など 
^で取り除く。 

〇油タンク内の灯油、ごみ、水気を取り出す。 

(r 因 点検•手入れ」 の I 油タンクの水巧哥 参照） 

♦績や巧あさの原因になりまず。 

4スIブの表面をよくふいて、ミちれを取る。 

f ♦固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で巧れを取り、乾いた巧で水気をふさ取ってください。（シンナー、 
ベンジン等ではふかないでください。） 

ち包装箱に入れて保管する。 

W ♦湿気の少ない所に保管してください。 

♦傾けたり、横にしないでください。抜けされなかった灯油び漏れまず。 

♦取扱説明書を必ず保管してください。 

画廃棄ずるとき 

「因 点検•手入れ J のに 由タンク内の水巧き I の項を参照して、油タンク内の灯油を抜き取ってから各自治体の指導に 
従って廃棄してください。 























图仕様 

r , 一 


'型 

式の 


呼 

び 

KF-R19 已 


種 




類 

強制通気形開放式石油 ストーブ 





圧力噴霧式•強制対流形 


点 

义 

方 

式 

電気点火 （ 1 00V 電源の高圧放電点火） 

使 

用 

1 が 
わ 1" 

料 

灯油 (J IS 1 号） 

燃料消費量 

最 

大 

18.5kW(l .800L/h) 

最 

ル 

狂 日 4kW(0'840L/h) 

暖 

房出力 


最 

大 

18.5kW 


最 

ル 

8.64kW 

油 

タン 

ク 

容 

量 

18L 

m 

か" 

焼継 

続時 

間 

10 時間(最大燃焼時） 

が 

お 

寸 

法 

高さ 9 已日 mm 幅 444mm 

奥行 649mm (置台を含む） 

質 量 

S8kg 

電源電圧及び周波数 

100V-50/60HZ 

定 




格 

点火時 4 己/ 46W 燃焼時 60/6 ] W 


消 

費 

電 

力 

最大日 4/ 日 6W 


騒 

音値（正 

面） 


最大燃焼時 5 2dB 最ル燃焼時 48dB 

電 

流 ヒ 

ュ 

— 

ズ 

曰 A 






対震自動消火装置、不完全燃焼防止装置 

安 

全 

装 

置 

(フ レーム □ツ ド、 〇2 センサー、ノ（ーナーサーモ 方式）、 






点火安全装置、停電安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置 (8 □で） 

附 

属 



品 

置台 


※騒音値の数個ま JIS 測定ち法 (JIS S3 日 31 ) に基づく正面値です。 


■送油経路図 


バーナー 



^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 








































































II 仕様 



♦配線図に記してある®印の脱着可能な配線は、誘導雷サージ防止部品の配慮であり、耐電圧試験のときだけ 
取りはずして試験しないと正し <耐電圧試験びでさません。 

耐電圧試験後とりはずした®印部は元通りに装着しておしでください。 

♦配線は比較的熱くなる部分にふれなしなうまねてしばっておいてください。 
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14 アフターサービス 


保証について 


♦保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 
♦保証期間はお買い求めの日より1年間でず。 


修理を依頼ずるとき 


♦「回故障•異常の見分けかたと処置方法 J に従って、お調べください。直らないときは、ご使用を中止し、必ず電源 
プラグを抜いてから、お買いホめの販売店にご連絡 < ださい。 

♦ご連絡いたださたい内容は次の通0でず。 

①品名…強制通気お開放式石油ストーブ 
③型式の呼び'' ' KF - R 19 已 

③ お買い巧め年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体制こ） 

⑥おなまえぶところ•電話番号 

♦修理に際しましては保証書をご提示 <ださい。保証書の規定にしたびって、販売店び修理させていたださまず。 
♦保証期間び過ざてしぶときは、修理ずれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させてし)ただきまず。 

♦修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されていまず。 

この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項•ミち意事項および通常使巧に反して使用された場合の故障、 
事故につきましては、保証いたしません。 

V_ J 


補修用性能部品について 


♦石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造な切り後6年でず。 
♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるために必要な部品でず。 


消耗•劣化ずる部品 


♦使用期間により、交換•メンテナンスび必要な部品 
ストレーナ、ノズル、フレーム□ッド、青炎筒 
♦変質な油、不純好油などの不良好油の使用で劣化しやずい部品 
電磁ポンプ、ノズル 


転居される場合 


参この石油ス I ブは電源周波数已□、 60 Hz とも同一仕様でず。 

♦電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地からの転居は 
再調整び必要でずので別紙の皮 客様相談窓□一覧 I までご相談ください。 


故障•修理の際の連絡先 

アフターヴービスについてわか 5 ない場合は、お買い求めの販売店、または、 I お客様相談窓□-覧」(別紙参照)まで 
お問い合わせ < ださい。 



























卜3トミ業務用大型石油ストーブ保証書 


本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなうことをお約束するものです。 

お買しぶめ日から下記期間内に故障び発生した場合は、本書をご提示のうえ、お買し、まめの販売店に修理をご巧頼くださし、。 


型式 KF - R 19 已 

巧証期間 

お買い巧め曰より 1 年間 

※お買い巧め曰 

年 

月 B 

※お客様 ご芳名 


様 

下 

II II 

□□の 

ご住所 

盧 

話 

( 

) ) 


(※印欄に記入びない、あるいは腫入-支払いを証明するものびない場合は 
無効となりますか日ぶ、ずご確認くださし、。） 


【無料修理 


※販売店名-住所-電話番号 


が 匪 名ち屋市瑞穂区桃国町5を17号 
で N 王、で个丄 ■" 。干 467-0855 。〇 52-8 の-1144 

規定】 


1. お買いホめ曰から上記保証期間中に、取扱説明書、本体 
貼付ラベル等のま意書に従った正常な使用状態で故障した 
場合には、本書記載内容により、お買いホめの販売店 
または当社び無料修理致します。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入日' 
支払いを証明するちのをご提示の5え、お買いホめの 
販売店または当社にご依頼<ださい。 

3. ご転居やご贈答品等でお買いホめの販売店に修理を依頼 
でさない場合は、当社までお問い合わせください。 

4. な証期間内でち、なの場合は有料になります。 

(イ）取扱説明書、本体貼附ラベル等のま意書に従わない 
誤った使用、使用場所及び不当な修理や改造による 
古夕障おび損イ台 

(□) お買いホめ後の器具の転倒、落下、衝撃、輸送等による 
故障及び損傷。 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、異常電圧、 
公害その他の環境要因による故障及び損傷。 

(二）指定な外の燃料•または、変質な油や不純な油などの 
不良なミ由を使用された場合に生じた故障や損傷。 

(ホ）ま S •船舶への搭載などに使用された場合の故障及び 
+員伊 

(へ）部品の消耗による故障や損傷、部品交換及びメンテ 
/ フな) 

(卜）本書にお買いホめ年月日•お客様名•販売店名の記入の 
ない場合、あるいは字句を書を替えられた場合。通信 
販売等で購入され、それを証明する商品の送り状- 
支払明細書の提示びない場合。ネット販売等を利用 
した個人売買品や譲渡品、中ち品（再生品）の修理。 

(チ）修理のご依頼に際して本書のご提示びない場合。 


己.本書は日本国内においてのみ有効です。 

日.本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切に 
な管してください。 

•このな証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて 
無料修理をお約束するちのです。従ってこのな証書によって、 
保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれし U 外の 
事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するちのでは 
ありませんので、保証期間経過後の修理等についてご不明の 
場合は、お買いホめの販売店または、最寄りの当社支店- 
営業所にお問い合わせください。 

♦イ呆証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間につし、て 
詳しくは、取扱説明書の r アフターヴービス」の項をご覧 
ください。 

•お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。 
保証期間内のサービス活動、及びその後のま全点検活動の 
ために利用させていただ<場合びありますので、ご了承 
<ださい。 


修理メモ 


株式会社 i - ai-s 

ホームぺージ http://www.toyotomi.jp 

本社干 467-08 已已 

名古屋市瑞穂区桃園町已番17号 
フ U - コール 0] 20-] 04-] 已 4 
TEL 〈〇已2〉 822-1 144 
FAX 〈〇已2〉 822-2742 























